




















































































































































































能の有無を判断する実験は、こ ような情報が、(すべてではない しても)場合によっては、感覚モダリティ(この実験の場合は視覚と触覚)に依存せずに抽出することができ ことを実験により示している。
以上で見てきたことをまとめるならば、情報に基づく知覚論、および










































































































































































































































そのラディカルさが決して失われてはいないことに気がつくだろ 。包囲光やオプテイ ・フローにおける情報は、行為者が る ではじめて抽出されることが可能にな も であ 。けれども、包囲光やオプテイカル・フロ
1
は、万有引力の法則と同じように、その項目に何か(行






































































































































































他方で、生態学的情報とは、個体だけでなく、種や共同体といったものに対する資源になる。遂行的活動の資源であるアフォーダンスの利用においては、その資源をめぐ 競合を避けることは な が、探索的























































































個体に対するものであるだけ なく、種あるいは生物価体 集団 対するものでもある。そ 意味で、ニッチは、種という個体集団に対しては資源として使用され 可能性として現れて るのに対し、 個 に対しては、実際に るものとして現れてくる。
このように考えるならば、先に見たアフォーダンスと生熊弘子的情報と




競合的にのみ利用可能であるという点においては、ギブソシの指摘する通り、ニツチはアフォーダンスの集合であるということもできるだろう。つまり、生態心理学の観点から考え ならば、ニツチ 行為と知覚(遂行的活動と探索的活動)両方の資源であるというこ になる。そして、特にニッチの生態学的情報における側面に注目するとき、ニツチ構築という概念が、生態心理 を社会化するうえで、重要 役目を果たすことになる。先に確認したように、生態学的アプローチにおける一つの問題点は、探索的活動は能動的であるにもかかわらず、アフォーダンス いは情報自体は静的であ という点にあった。しかし ニツチ構築という概念を自然選択と並ぶ第二の選択プロセスとして考えると 、生物は環境を能動的に探索するだけ く、環境に能動 に働き け 環境の 造を改変・選択するということを認めることができるようになる。このこと単にアフォーダンスや生態学的情報という概念を動的なもの











者とを対にして考える点にその特徴があった。その一方で、そこにおいて考えられているのは、あくまでも環境と個体として 行為者とがどのように切り結んで かという と あり、その個体が担っている社会性や環境 含まれている社会性
つまりは伺体と集団との関係性を捉え
られていない。それに対して、ニツチ構築という概念を導入することで、つまりは生態学的情報とそ を含んでいる環境 改変・選択という観点から生態学的アプローチを捉えなおすことで を媒介にして世代を越えた、あるい 集団との社会的なコミュニケーション 可能 するための道具立てを得ることができるのである。私たち生き物は、すでに前の世代の生き物により準備された環境の中にしか生まれてくることはできな 。その意味で、私たち 生き方はる意味ですでに方向付けがなされているといえる。しかし、その一方で私たちは環境を改変することにより、後の世代に対して新たな方向づけを行うことができるのであ 。まさに、このことこ が生態学的 意味での社会性なのではないだろうか。また、環境を媒介にしたコミュニケーションというときに、シャノンの情報理論とは異なっているということは、注意しておく必要があ だろう。ニツチ構築 確かに目標志向的 は が、その意味論的情報は












































































え方を生命一般へと 号論的に拡張 たものである。 は生まれながらに意味の世界(環世界)に住まっているという考え方が、生態学的アプロ
l
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A Possibility of Ecological Information: 
Toward Extending Ecological Psychology 
SAKO Satoshi 
That an organism lives is how to communicate with something. What is important there is rather to use 
information in environment, or in some cases, to force its use, than to communicate it by media. It seems that, 
by revaluating information as such, not as tools for limited communications, we can present various possibilities 
to contemporary information society. 
In this paper, we pick up "information" in ecological approaches as a new form of "information". And 
we compare it to "information" in autopoiesis and in biosemitics, to which are often referred each other. In 
doing so, we focus on the aspect of "information" in ecological approaches which is not noticed well and 
challenge a new development of ecological approach. 
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